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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第19期
第１四半期
累計期間

第20期
第１四半期
連結累計期間

第19期

会計期間
自2019年10月１日
至2019年12月31日

自2020年10月１日
至2020年12月31日

自2019年10月１日
至2020年９月30日

売上高 （千円） 666,643 595,913 3,484,669

経常利益 （千円） 57,866 65,070 377,668

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益又は四半期純利益
（千円） 37,719 38,703 238,917

四半期包括利益又は包括利益 （千円） － 37,320 236,300

純資産額 （千円） 1,912,985 2,105,545 2,136,274

総資産額 （千円） 2,202,297 3,121,771 3,138,048

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 17.25 17.09 107.10

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） 15.85 16.04 99.52

自己資本比率 （％） 86.9 67.4 68.0

　（注）１．当社は第19期第３四半期連結会計期間より四半期連結財務諸表を作成しているため、第19期第１四半期連結

累計期間に代えて、第19期第１四半期累計期間について記載しております。

２．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

３．売上高には、消費税等は含まれておりません。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

　主要な関係会社における異動は、以下の通りであります。

　当第１四半期連結会計期間において、株式会社Qualiagramを新規設立しております。この結果、当社グループは、

当社及び連結子会社５社により構成されることとなりました。なお、当社グループはコンサルティング事業を主要な

事業としており、他の事業セグメントの重要性が乏しいため、セグメントに係る記載を省略しております。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

　なお、新型コロナウイルス感染症の拡大による当社グループの事業等への影響は、現時点において限定的ではあり

ますが、今後、新型コロナウイルス感染症の収束時期やその他の状況の経過により、当社グループの財政状態、経営

成績に影響を及ぼす可能性があります。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

　なお、当社グループは前第３四半期連結会計期間より四半期連結財務諸表を作成しているため、前年同四半期連結

累計期間との比較分析は行っておりません。

 

(1）経営成績の状況

　当第１四半期連結累計期間における我が国経済は、新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い国内外経済において

深刻な影響の長期化が懸念され、先行きの不透明な状況が続いております。引き続き、感染症の動向や金融資本市

場の変動等の影響を注視していく必要があります。

　通信業界においては、改正電気通信事業法の施行により、通信料金と端末代金の完全分離、期間拘束などの行き

過ぎた囲い込みの是正、端末購入補助の適正化などが図られました。また、次世代通信規格「５Ｇ」の商用サービ

ス開始に伴い、今後さまざまな技術を活用したサービスの提供開始や、「５Ｇ」対応端末の需要が見込まれており

ましたが、新型コロナウイルスの感染拡大による人々の生活様式の一変が業界全体に及ぼす影響は予測出来ず、予

断を許さない状況が続いております。

　このような経済状況のもとで、当社は「“無意味な常識”に囚われず“意味のある非常識”を追求し、価値ある

社会活動を行う」という企業理念をもとに、主要取引先である通信キャリアやキャリアショップ（通信キャリアの

ブランドを冠した販売店）を運営する販売代理店に対し、目まぐるしく変化する制度やサービスに柔軟に対応し、

コンサルティング事業を中心に展開してまいりました。

　主要なサービス提供先であるキャリアショップにおいては、スマートフォンを中心としたデバイス販売に付随す

る光回線などの商材の販売強化ニーズを満たすトータル的な提案スキルが求められる中で、行政から契約時間の短

縮に向けた要請もあるなど、店頭業務に対する改善の必要性が高まりました。

　一方で、新型コロナウイルスによる緊急事態宣言をうけ、感染防止を目的に対面でのコンサルティング機会や飲

食店等に対するキャッシュレス推進の営業機会が減少いたしましたが、オンラインを利用した新たなコンサルティ

ングサービスや非対面型の接客を行うオンラインヘルパー等、環境変化に対応したサービスの提供を行いました。

　これらの結果、当第１四半期連結累計期間の経営成績は、売上高595百万円、営業利益49百万円、経常利益65百

万円となり、親会社株主に帰属する四半期純利益は38百万円となりました。

　なお、当社グループはコンサルティング事業を主要な事業としており、他の事業セグメントの重要性が乏しいた

め、セグメント別の記載を省略しております。

 

（2）財政状態の分析

（流動資産）

　当第１四半期連結会計期間末における流動資産は2,864百万円となり、前連結会計年度末に比べ71百万円減少

いたしました。これは、主に現金及び預金が225百万円減少した一方、売掛金が102百万円増加したことによるも

のであります。

 

（固定資産）

　当第１四半期連結会計期間末における固定資産は257百万円となり、前連結会計年度末に比べ54百万円増加い

たしました。これは、主に有形固定資産が43百万円、投資その他の資産が13百万円が増加したことによるもので

あります。

 

（流動負債）

　当第１四半期連結会計期間末における流動負債は516百万円となり、前連結会計年度末に比べ14百万円増加い

たしました。これは、主に買掛金が44百万円増加した一方、未払法人税等が36百万円減少したことによるもので

あります。
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（固定負債）

　当第１四半期連結会計期間末における固定負債は500百万円となりました。内訳は、長期借入金が500百万円で

あり、前連結会計年度末より変動はありません。

 

（純資産）

　当第１四半期連結会計期間末における純資産は2,105百万円となり前連結会計年度末に比べ30百万円減少いた

しました。これは、主に利益剰余金が29百万円減少したことによるものであります。

 

(3）経営方針・経営戦略等

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 

(4）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループの優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要

な変更及び新たに生じた事項はありません。

 

(5）研究開発活動

　当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発費の総額は４百万円であります。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 7,872,000

計 7,872,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数(株)
（2020年12月31日）

提出日現在
発行数(株)

（2021年２月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 2,265,300 2,265,300
東京証券取引所

（マザーズ）

単元株式数は100株であ

ります。

計 2,265,300 2,265,300 － －

　（注）「提出日現在発行数」欄には、2021年２月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行

された株式数は含まれておりません。

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金
増減額
（千円）

資本金
残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

2020年10月１日～

2020年12月31日
－ 2,265,300 － 438,212 － 403,212

 

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（2020年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

①【発行済株式】

    2020年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）  － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 2,264,300 22,643

完全議決権株式であ

り、権利内容に何ら限

定のない、当社におけ

る標準となる株式であ

ります。なお単元株式

数は100株であります。

単元未満株式 普通株式 1,000 － －

発行済株式総数  2,265,300 － －

総株主の議決権  － 22,643 －

 

②【自己株式等】

    2020年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有

株式数（株）

他人名義所有

株式数（株）

所有株式数の

合計（株）

発行済株式総数に対

する所有株式数の割

合（％）

－ － － － － －

計 － － － － －

　（注）当第１四半期会計期間末日現在の当社所有の自己名義所有株式数は42株です。

 

２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

（１）退任役員

役職名 氏名 退任年月日

専務取締役 吉井　雅己 2020年12月31日

常務取締役 井之坂　亮之 2020年12月31日

取締役 堂前　晋平 2020年12月31日

 

（２）異動後の役員の男女別人数及び女性の比率

男性　6名　女性　1名（役員のうち女性の比率14%）
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

　なお、前第３四半期連結会計期間より四半期連結財務諸表を作成しているため、四半期連結損益計算書及び四半期

連結包括利益計算書については比較情報を記載しておりません。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（2020年10月１日から2020

年12月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（2020年10月１日から2020年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2020年９月30日)

当第１四半期連結会計期間
(2020年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,526,229 2,301,072

売掛金 286,619 388,956

電子記録債権 94,260 134,864

その他 28,013 39,136

流動資産合計 2,935,122 2,864,030

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 14,655 39,042

工具、器具及び備品（純額） 3,198 22,287

その他（純額） 182 141

有形固定資産合計 18,036 61,471

無形固定資産   

ソフトウエア 45,111 44,255

のれん 22,307 21,192

無形固定資産合計 67,419 65,447

投資その他の資産   

投資有価証券 1,977 11,977

長期貸付金 27,984 26,235

繰延税金資産 23,360 16,650

敷金 48,787 59,822

保険積立金 21,493 22,292

その他 37 16

貸倒引当金 △6,170 △6,170

投資その他の資産合計 117,469 130,822

固定資産合計 202,925 257,741

資産合計 3,138,048 3,121,771

負債の部   

流動負債   

買掛金 87,681 132,651

短期借入金 200,000 200,000

未払金 42,497 44,660

未払費用 45,309 54,330

未払法人税等 60,775 23,792

預り金 12,949 24,577

賞与引当金 21,900 9,750

その他 30,662 26,463

流動負債合計 501,773 516,226

固定負債   

長期借入金 500,000 500,000

固定負債合計 500,000 500,000

負債合計 1,001,773 1,016,226

純資産の部   

株主資本   

資本金 438,212 438,212

資本剰余金 403,212 403,212

利益剰余金 1,293,282 1,264,027

自己株式 - △91

株主資本合計 2,134,706 2,105,360

新株予約権 184 184

非支配株主持分 1,382 -

純資産合計 2,136,274 2,105,545

負債純資産合計 3,138,048 3,121,771
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

 （単位：千円）

 
 当第１四半期連結累計期間
(自　2020年10月１日
　至　2020年12月31日)

売上高 595,913

売上原価 385,888

売上総利益 210,024

販売費及び一般管理費 160,820

営業利益 49,203

営業外収益  

受取利息 215

助成金収入 17,143

その他 85

営業外収益合計 17,443

営業外費用  

支払利息 632

為替差損 944

営業外費用合計 1,577

経常利益 65,070

特別損失  

固定資産除却損 0

特別損失合計 0

税引前四半期純利益 65,070

法人税、住民税及び事業税 21,039

法人税等調整額 6,710

法人税等合計 27,749

四半期純利益 37,320

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △1,382

親会社株主に帰属する四半期純利益 38,703
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

 （単位：千円）

 
 当第１四半期連結累計期間
(自　2020年10月１日
　至　2020年12月31日)

四半期純利益 37,320

四半期包括利益 37,320

（内訳）  

親会社株主に係る四半期包括利益 38,703

非支配株主に係る四半期包括利益 △1,382
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

（連結の範囲の重要な変更）

　当第１四半期連結会計期間において、株式会社Qualiagramを新たに設立したことにより、当第１四半期連結

会計期間から、同社を連結の範囲に含めております。

 

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症拡大の影響に関する会計上の見積り）

　新型コロナウイルス感染症について、国内では緊急事態宣言が再発令されるなど、収束時期を見通すことが

困難な状況が続いております。このような状況の中、前連結会計年度末前後の経営状況等も勘案して、入手可

能な情報に基づき繰延税金資産の回収可能性等の会計上の見積りを行っております。その結果、新型コロナウ

イルスの感染症拡大に関する影響は、当社グループの会計上の見積りの要素を大きく変更する状況には至って

いないと考えておりますが、新型コロナウイルス感染症拡大による影響は不確定要素が多いため、今後、経済

状況が悪化した場合、当社グループの経営成績に影響を及ぼす可能性もあります。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれん償却額は、

次のとおりであります。

 
当第１四半期連結累計期間
（自　2020年10月１日
至　2020年12月31日）

減価償却費 6,670千円

のれん償却額 1,115千円

 

（株主資本等関係）

当第１四半期連結累計期間（自　2020年10月１日　至　2020年12月31日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配当額
（円）

基準日 効力発生日

2020年12月25日

定時株主総会
普通株式 67,957 30.0 2020年９月30日 2020年12月28日

 

２．株主資本の金額の著しい変動

　該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　当社グループはコンサルティング事業を主要な事業としており、他の事業セグメントの重要性が乏しいた

め、セグメント情報に係る記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基

礎は、以下のとおりであります。

 
当第１四半期連結累計期間
（自　2020年10月１日
至　2020年12月31日）

（１）１株当たり四半期純利益金額 17円09銭

（算定上の基礎）  

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千円） 38,703

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利

益金額（千円）
38,703

普通株式の期中平均株式数（株） 2,265,258

（２）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 16円04銭

（算定上の基礎）  

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額

（千円）
－

普通株式増加数（株） 147,738

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2021年２月12日

株式会社ピアズ

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

東京事務所

指定有限責任社員

業務執行社員
公認会計士 　　森　本　泰　行

指定有限責任社員

業務執行社員
公認会計士 　　瀧　浦　晶　平

 

監査人の結論
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられてい

る株式会社ピアズの2020年10月１日から2021年９月30日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間
（2020年10月１日から2020年12月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（2020年10月１日から2020年
12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算
書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般

に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ピアズ及び連結子会社の
2020年12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に
表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。
 

監査人の結論の根拠
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期
レビューを行った。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半
期レビューにおける監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関す
る規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任
を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠

して四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚

偽表示のない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整

備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を
作成することが適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結
財務諸表の作成基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示す
る責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視

することにある。
 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立

の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レ
ビューの過程を通じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の

四半期レビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められ

る監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な

不確実性が認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、

我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示

されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する

重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項

に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場

合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監

査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況に

より、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結

財務諸表の作成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する

注記事項を含めた四半期連結財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎とな

る取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を

入手する。監査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責

任がある。監査人は、単独で監査人の結論に対して責任を負う。
 

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レ

ビュー上の重要な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を

遵守したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去

又は軽減するためにセーフガードを講じている場合はその内容について報告を行う。
 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべ

き利害関係はない。
 

 

以　上
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本
は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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